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　　　　　　　　電子媒体学術情報の
恒久的な蓄積・保存体制の整備・確立を考える
野上　修市＊
　「過去の遺産は、将来の実りをもたらす種子である」と言われている。
図書館は、人類が共有すべき経験を目でみることができる「遺産」を適切
に蓄積・保存する公共施設である。しかし、情報技術の発展は学術情報の
ディジタル化を急速に進めている。従来の紙・印刷による情報からディジ
タル情報への媒体の変化は、将来にわたって人類が学術情報を適切に利用
できる対応策を検討する必要性を生み出している。紙・印刷情報からディ
ジタル情報への変化は、学術情報の蓄積・保存体制を根本的に変革するパ
ラダイムシフトを呼び起こす可能性があるといえよう。
　ディジタル情報は、図書館利用者に対し、大きな利便性をもたらしてい
る。反面、電子媒体の情報は紙・印刷媒体の情報に比べて、保存面の点で
はるかに脆弱である。媒体の耐久性においてはもとよりのこと、ハード
ウェア・オペレーティングシステム・アプリケーションソフトウェアといっ
た稼働環境が良く保存されていなければ、ディジタル情報はほとんど利用
不可能になるからである。今日、ディジタル情報の保存問題を解決する方
法として、①紙媒体による保存、②コピーをくり返すマイグレーション、
③保存する情報の標準化を図り、その標準形式のデータに恒久的にアク
＊のがみ・しゅういち／明治大学図書館長／法学部教授／公法
セスできることを保障するシステムの使用、④システム環境が変わった
ときでも、古いハードウェアおよびソフトウェアの代わりをする仕組みを
用意するエミュレーションなどが提唱されている。しかし、これらの方法
の技術的な基盤はいまだ弱く、完全な解決策にはならない。
　以上のような技術面の問題だけではなく、制度面でも問題が残っている。
紙・印刷情報に対しては、納本制度や図書館・公文書館・アーカイブ等の
保存・利用体制が整備されているが、ディジタル情報については、このよ
うな制度はわずかしかないのである。ディジタル情報の保存・利用制度と
しては、①CD・DVDなどの電子出版物、②電子ジャーナル、③電子図
書館におけるインターネットなどを挙げることができるが、②・③に関
しては、その保存はサーバを運用している組織にまかされており、学術情
報の保存という点からみると、きわめて脆弱な体制であるといわねばなら
ない。こうした問題を解決するためには、紙・印刷媒体における納本制度
のような何らかの国家的・社会的制度の構築が必要である。いずれにして
も、技術と制度の両面からの大規模な取り組みが緊要である。
　ディジタル情報の消滅を防ぐためには、学術情報を発信している機関お
よび大学・研究所などが、まず自ら生み出している情報を蓄積・保存・利
用できる組織を作ることが大切である。しかし、学術機関が創造する情報
だけが学術研究に使われるわけではなく、政府情報や社会情報も、学術研
究にとっては貴重なニュースとなる。さらに、人類の文化の発展の基礎に
なるさまざまな情報を後世に残すことは、国家の人類に対する責務である
といえよう。してみると、国が晴報の蓄積・保存・利用体制の確立に早急
に取り組むことが望まれる。
　ところで、明治大学図書館紀要『図書の譜』は、図書が持つ根本的な価
値を問い直し、図書館の活性化と充実化につなげたいという目的のもとに
発行されている。本号掲載の内容が、本学図書館はもとより、すべての大
学図書館のいっそうの発展に寄与できることを、切に期待する次第である。
　最後に、本号の原稿執筆にご協力いただいた皆様方に、心からお礼を申
し上げる。
